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第５・６年 家庭科学習指導案 
                             日 時  平成１８年１０月１７日(火) ４校時 

場 所   多目的室 
                            児 童  ５年生      女子２名 計２名 
                                 ６年生 男子５名 女子３名 計８名 
                                             指導者  Ｔ１ 教諭       伊藤さくら  
                                 Ｔ２ 主任学校栄養職員 佐々木繁子 
１ 題材名   まかせてね！きょうのごはん 
２ 題材について 
(１)  設定の理由 
   小学校学習指導要領において家庭科の目標は「衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，家庭生活へ

の関心を高めるとともに日常生活に必要な基礎的な知識と技能を身に付け，家族の一員として生活を工夫しようと

する実践的な態度を育てる。」と示されている。本題材は，学習指導要領家庭内容(４)「日常の食事に関心をもって，
調和のよい食事のとり方が分かるようにする。」と(５)「日常よく使用される食品を用いて簡単な調理ができるよう
にする」の実現をめざすために設定している。 

   ６年生の子ども達は，今まで「ゆでる」「いためる」加熱調理やごはんとみそ汁の調理について基本的な技能を

身に付けてきた。５年生の子ども達は，ごはんとみそ汁の調理についてのみ学習しているが，調理に対する興味や

関心も高まってきている。また，５・６年生とも，これまでに食べ物の組み合わせを考えて，いろいろな食品をバ

ランスよく食べることが健康のために必要であることを学習してきた。 
本題材ではこれらのことを確かめた上で，いろいろな食品を組み合わせて一食分の食事計画を立てて，家族の喜

ぶおかずを考えて調理してみる。そして食品がさまざまな料理に変わり，工夫によって味も見た目も好ましいもの

になることを実感的にとらえさせる。一人一人の思いを大切にした調理を計画し，意欲的に主体的に取り組むこと

により，家庭生活をよりよくしていこうとする実践的な態度を育てることができ，それが，「よりよい食習慣を身

に付け，心と体の健康づくりをする子どもの育成」の実現につながっていくものと考える。 
(２)  児童の実態 
   児童は，食に関しての関心が高く，料理することや食べることが好きである。家庭で料理の手伝いをするという

子どもも多く、体の成長や健康のために，バランスのよい食事をとることが大切ということも理解している。しか

し，家庭での食事内容を調べてみると，特に朝食に関しては，品数が少なく、決して栄養的にバランスのとれた食

事をしているとはいえない。また，給食では、嫌いなものも食べるが，家庭では，自分の好きなものばかり食べた

り，少食だったりする傾向がある。 
６年生に比べると，５年生は，栄養的な基礎的知識についても十分理解しているとはいえない。 

(３)  指導について 
   指導に当たっては，まず，一食分の食べ物を選んで，栄養的なバランスを考えてみる。好きな食品だけを組み合

わせたのでは，栄養的なバランスを整えたり，量を調節したりすることが難しいことに気付くであろう。栄養的に

バランスのとれた食事の計画を立てることが大切であることをとらえさせたい。また，今までお世話になった人が

出す条件にあった食事を考え，そこから一食分の食事を考える時に気を付けることをとらえさせる。 
さらに，家族のために栄養的にバランスのよい食事を考えて実際に調理してみる。家庭では，食事の内容を決め

る時に，栄養的なバランスだけでなく，家族の好みや料理のいろどり，味付け，季節感，家にある食品の利用など

も考えている。また，楽しい食事のひとときがもてるように工夫していることにも目を向けさせ，この学習を通し

て，主体的に自分の家庭生活をよりよくしていこうとする態度を育てていきたい。専門的知識を持つ学校栄養職員

とのTTにより，基礎的知識の定着も図っていきたい。 
３ 題材の目標 
・ 自分の食生活をふり返り，家族に喜ばれるおかずをつくろうとする。 (関心・意欲・態度) 
・ 食品を組み合わせて，家族が喜ぶおかずを工夫してつくる。 (創意工夫) 
・ これまでの学習を生かして，調理計画を立て，安全に気を付けて調理することができる。(技能) 
・ 食品の選び方やいろいろな調理のしかたを理解する。 (知識・理解) 

４ 食育とのかかわり 
体の健康：食事と体の関連について関心を持ち，栄養のバランスの取れた食事をとろうとする。 

・日常の食事について問題意識を持つ。 
・いろいろな食品をバランスよく食べることの必要性を理解する。 
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・栄養的にバランスのとれた食事の計画を立て，調理する。 
・材料を選ぶ時に，品質表示などを確かめて選ぶことができる。 

  心の育成：基本的な食事のマナーを身に付け，相手を思いやる気持ちをもって楽しく食べようする。 
            ・家族と一緒に食事をすることの役割に気付き，目的に合わせて工夫することができる。 
社会性の涵養：身に付けたことを実践しようと努力することができる。 
          ・家族のために一食分の食事を考え調理する。 

５指導計画 (１１時間) 
時間 小題材 活動内容 評価規準と方法() 

第１次 
（２時間） 
 
本時2／2 

１食べ物の組み合わ

せを考えよう 
  

・１食分の食べ物を選んで，どんな組 
 み合わせで食べるとよいか考える。 
 
 
 
 
・１食分の食事を考える時に，栄養の

バランスとともに，どんなことに気

を付けて食品を組み合わせるとよ

いか考える。 

・食べ物を組み合わせて，一食分の食事

を考えようとしている。 
(関…教科書・学習カード) 
・栄養的なバランスを考えて，食べ物を

組み合わせる必要があることを理解し

ている。(知…学習カード，発言) 
・１食分の食事を考える時に，どんなこ

とに気を付けなければならないか考え

ることができる。 
 (創…学習カード，発言) 

第２次 
(７時間)  

２家族の喜ぶおかず

をつくろう 
〇バランスのよい食

事を考えよう 
  
  
 
 
 
 
 
〇おかずづくりの計

画を立てよう 
 

 
 
・家族の喜ぶ一食分の献立を考える。 
・栄養的なバランスを調べてみる。 
・家で食事を作る時に，どんなことに

気を付けているかを発表し合う。 
 
 
 
 
 
・自分の作りたいおかずの実習計画を

立てる。 
・実習計画について発表し合い，お互

いに助言し合う。 
・自分の計画に基づいて実習をする。 

 
 
・食品の組み合わせ方を工夫して，１食

分の食事を考えようとしている。(創…
教科書，学習カード) 
・栄養的なバランスを考え，条件に合う

１食分の食事の計画を立てることがで

きる。 
（技…教科書，学習カード） 
・いろどり，味のバランスなど調和の取

れた食事のよさに気付く。(知…発言) 
・作りたいおかずを決め，調理の手順・

材料などを調べようとしている。 
(関…計画カード) 
・消費期限や賞味期限，品質表示など食

品についている表示について調べ，そ

の意味を理解している。(知…ワークシ
ート，発言) 
・食品についている表示に気を付けて調

理に必要な材料を買うことができる。

(創…実習) 
・日常よく使用される食品を用いてゆで

たり，いためたりするなどの簡単な調

理ができる。また，味見をし，味の濃

さを整えることができる。（技…実習) 
第３次 
(２時間) 
 

３楽しい食事を工夫

しよう 
 

・楽しい食事にするための工夫につい 
 いて話し合う。 
・家族で楽しい食事にするために，休

日の食事を計画する。 
・学習をふり返り，これからの生活に

生かそうとする。 

・楽しく食事をするために工夫しようと

している。(創…学習カード，発言) 
・家族で楽しく食事をする計画を立てる

ことができる。(技…計画カード) 
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６ 本時の目標 
(１) 目標 
・ 一食分の食事を考える時には栄養のバランスとともに，地元や家庭で採れる食べ物や季節の食べ物，いろどり，

味付けなどいろいろな点に気を付けて工夫するとよいことが分かる。 
(２) 仮説とのかかわり(仮説②) 
・ お世話になった人の出す条件に合わせた食事を考える活動を通して，１食分の食事を考えようとする意欲を高

める。 
・ 学校栄養職員とのTT指導により，専門的な立場からの適確な指導を加え，基礎的な知識・理解を深める。 

 (３) 展開 
指導形態 過

程 学習活動 予想される児童の反応 
Ｔ１ Ｔ２ 

教師の支援と評価☆ 教材・資料等 

 
 
導 
 
入 
 
 
７

分 

１ 学習の課題をつかむ。 
・前時の学習内容を想起する。 
 
 
 
 
 
・お世話になった人がみんなに

考えてほしい食事について

聞く。 
・課題を確認する。 
   
 
 
 
 
・条件の確認し、どちらについ

て考えるか決める。 
 ①おじいさん，おばあさんが 
  喜ぶ食事 
 ②子ども達が好きな食事 
 

 
・栄養のバランス 
赤の食品(体をつく
る)  
黄色の食品（エネルギ

ーのもとになる） 
緑の食品（体の調子を

整える） 
 
 
 
 
 
 
 

 
・どちらを選んで考えよ

うかな? 
・子ども達が好きな食事

にしようかな。 

全 
体 
指 
導 

観 
察 

 
 
 
 
 
 
 

 
・献立作りで気を付ける 
点について想起させ

る。 
 
 
 
・お世話になった人が児

童に考えてほしい食事

について話を聞き，１

食分の食事を考えよう

とする意欲を高める。 
・児童が１食分の食事を

考える時に参考にでき

るよう家庭で，献立を

立てる時に気を付けて

いることは何か調べさ

せておく。 
・二人一組の５グループ

で考えさせる。 

３つのグル

ープ(６つの
食品群の表) 
ビデオ 
 
学習カード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展 
 
 
開 
 
 

２ お世話になった人のため

に１食分の食事を考える。 
・１食分の食事を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
・グループで立てた献立につい

て栄養のバランスを確認す

る。 
 
・気を付けた点，工夫した点を

まとめる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全 

体 

指 

導 
と 
観 
察 

観 
察 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・主食はごはん，汁物は 
みそ汁ということを知

らせ，(みそ汁の実は考
えさせる)おかずにつ
いて考えさせる。 
・料理カードを参考にし

てもいいことを知らせ

る 
☆条件に合わせて献立を

考えようとしている

か。 
・栄養的なバランスを学

習カードで確認させた

り，気を付けたりした

点についてまとめさせ

る。考えのまとまらな

いグループには，机間

 
学習カード 
料理カード 
長机 
 
 
 
掲示用配膳 
カード 
 
 
 
 
 
 
 
 

お世話になった人のために１食分の食事

を考えよう。 
 



 4 

 
 
 
 
 
 
 
 
３

３

分 

 
 
３ グループで立てた献立に

ついて話し合う。 
・献立を発表する。 
・気を付けた点，工夫した点に

ついて発表する。 
 
 
 
・献立のよい点，改善したほう

がよい点について考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ グループで立てた献立に

ついて評価してもらう。 
・それぞれの献立のよい点，工

夫したほうがよい点につい

て話を聞く。 
 
 
 
 
 
５ 学習のまとめをする。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・いろどりを考えた。 
・家庭や西和賀で採れた

ものを使った。 
・好みも考えて立てた。 
・調理法を考えた。 
・もっと今の季節取れる

ものにしたほうがよ

い。 
・いろどりを考えたほう

がよい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・家庭で取れるものを使

っている。 
・栄養的なバランスがよ 
 い。 
・調理法をいろいろ工夫 
 したほうがよい。 
・味の付け方も考える 
とよい。 
・予算も考えたほうがよ 
 い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評 
価 

巡視をしながら，支援

していく。 
 

 
 
 
 
 
 
 
・グループで立てた１食 
分のメニューが，栄養

なバランスとともに条

件に合うよう工夫して

立てられているかどう

か意見や感想を発表さ

せ，話し合う。 
☆それぞれの献立につい

て気を付けた点や工夫

している点，もう一度

考えたほうがよい点に

ついて考えることがで

きたか。 
 
・それぞれの献立のよい

点や気を付けたり，工

夫したりしたほうがよ

い点についてＴ２より

評価してもらい，次時

の学習につなげる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま

と

め 
５

分 

６ 学習をふり返る。 
・今日の学習で分かったこと，

生かしたいことをまとめ発

表する。 
 
 
７ 次時の予告をする。 

 
・次に１食分の食事を考

える時の参考にした

い。 
・考えたものを実際に作

ってみたい。 
 

全 

体 

指 

導 

観 
察 

 
 
 
 
 
 
・家族のための１食分の

食事を考えることを知

らせる。 

 
学習カード 

１食分の食事を考える時は，栄養のバラン

スとともに，地元や家庭で採れる食べ物や季

節の食べ物，いろどり，味付けなどいろいろ

な点に気を付けるとよい。 
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(４) 評価規準 
具体の評価規準 評価規準 評価方法 

「Ａ十分満足できる」 「Ｂ概ね満足できる」 
「Ｃ努力を要する」児

童への具体的支援 
条件に合わせて献

立を考える。(関心・
意欲・態度) 

学習カード

活動 
発言 

条件に合わせて献立を

工夫し，積極的に発言して

いる。 

条件に合わせて献立を

考えている。 
栄養的なバランス

が取れているか，条件

に合っているか机間

巡視しながらアドバ

イスしていく。 
 それぞれの献立に

ついてよい点，工夫し

たほうがいい点につ

いて考える。(創意工
夫) 

学習カード 
発言 
 

 それぞれの献立のよい

点や工夫したほうがいい

点について自分の考えを

まとめている。 

それぞれの献立のよい

点に気が付きまとめるこ

とができる。 

机間巡視をし，アド

バイスする。 
 

 
(５) 板書計画 

10／17 まかせてね！きょうのごはん           ３つのグループ（６つの食品群） 
課題                      黄色(米，パン，いも類，油)    おもにエネルギーのもとになる 
                        赤(肉，魚，卵，豆製品，牛乳) おもに体をつくる 
                        緑(野菜，果物，海そう，きのこ) おもに体の調子を整える 
                                                     

 
グループで考えた献立              まとめ １食分の食事を考える時は 
 
 
 
 
 

  
よい点       気を付けた方がいい点    感想              に気を付けるとよい。       
・          ・            ・             
・          ・            ・                
・          ・            ・           

お世話になった人のために１食

分の食事を考えよう。 

   
・ 栄養のバランス 
・ 地元や家庭で採れる食べ物 
・ 季節の食べ物 
・ いろどりなど 
・ 味の付け方など 

 


